
三
つ
の
『
祀
』

三
つ
の
『
田
』

　
　
　
　
発
禁
・
検
閲
を
中
心
に
し
て

は
じ
め
に

五
八

塚
　
　
田
　
　
高
　
　
史

を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
異
同
に
つ
い
て
は
河
野
多
恵
子
、
千
葉
俊
二
、
平
野
芳

信
、
山
口
政
幸
等
が
論
じ
て
い
馳
。
今
回
私
は
改
訂
の
背
景
に
、
雑
誌
の
発
行

　
一
つ
の
文
学
作
品
の
誕
生
と
、
背
景
と
な
る
風
俗
や
世
相
、
作
品
に
描
か
れ
　
　
禁
止
と
検
閲
当
局
の
指
導
が
関
係
し
て
い
る
と
捉
え
た
。
こ
の
処
置
は
明
治
二

だ
場
所
な
ど
の
条
件
は
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。
谷
崎
潤
一
郎
作
『
ぷ
』
は
現
　
　
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
出
版
法
に
基
づ
く
も
の
で
、
「
安
寧
秩
序
ヲ
妨
害
シ
又

在
全
集
や
文
庫
本
を
通
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
定
着
す
る
以
前
に
、
　
　
（
風
俗
ヲ
壊
乱
ス
ル
ト
認
ム
ル
文
書
図
書
」
を
内
務
大
臣
に
よ
り
発
売
頒
布
を

二
度
全
面
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
昭
和
三
年
三
月
か
ら
昭
和
五
年
四
月
の
歳
　
　
禁
止
、
ま
た
著
作
者
を
十
一
日
以
上
六
ヶ
月
以
下
の
禁
銅
ま
た
は
十
円
以
上
二

月
の
間
に
、
雑
誌
『
改
造
』
誌
上
に
四
回
の
休
載
を
は
さ
み
な
が
ら
、
二
十
二
　
　
百
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
こ
と
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
る
。

回
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
最
初
に
世
に
出
た
『
田
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
『
�
』
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
雑
誌
初
出
は
作
中
に
伏
字

加
筆
さ
れ
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
雑
誌
連
載
が
終
了
し
た
一
年
後
　
　
が
施
さ
れ
て
お
り
、
検
閲
当
局
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の

の
昭
和
六
年
四
月
二
十
日
で
あ
る
。
最
後
に
改
訂
さ
れ
た
の
は
戦
後
の
昭
和
二
　
　
伏
字
は
、
雑
誌
連
載
が
終
了
し
た
一
年
後
に
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
た
際
、
雑
誌

十
一
年
十
二
月
一
日
の
新
生
社
か
ら
再
版
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
版
が
現
在
全
　
　
連
載
時
と
同
じ
箇
所
に
そ
の
ま
ま
伏
字
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
谷
崎
の
意

集
や
文
庫
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
雑
誌
連
載
版
・
改
造
社
版
・
新
生
社
版
ご
と
に
『
�
』
は
内
容
上
の
異
な
り

図
が
感
じ
ら
れ
る
。
本
論
で
は
、
検
閲
や
発
売
禁
止
が
作
品
に
ど
の
よ
う
な
制

約
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
か
ら
谷
崎
が
如
何
な
る
表
現
を
導
き
出
し
た
か
を
み
て
、



『
�
』
の
物
語
世
界
に
還
元
さ
せ
て
み
る
。

一

昭
和
三
年
前
後
の
発
売
禁
止
事
情

『
ぷ
』
の
背
景
に
あ
る
堕
胎
事
件

　
『
ぷ
』
に
お
け
る
伏
字
の
部
分
に
は
「
安
寧
秩
序
の
妨
害
」
と
「
風
俗
壊
乱
」

に
関
わ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
ぷ
』
に
施
さ
れ
た
伏
字
に

つ
い
て
、
河
野
多
恵
子
は
「
日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
何
か
非
常
に

特
殊
な
性
的
事
項
へ
の
配
慮
に
よ
る
も
の
ら
し
い
」
と
指
摘
す
る
。
そ
の
「
特

殊
な
性
的
事
項
」
と
は
「
避
妊
と
堕
胎
」
で
あ
り
、
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
た

こ
の
種
の
行
為
が
中
産
以
上
の
階
級
の
間
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
こ
と

は
、
同
時
代
に
お
い
て
異
常
性
、
衝
撃
性
が
強
く
配
慮
さ
れ
た
と
い
う
見
解
を

示
九
。
な
お
『
ぷ
』
の
「
そ
の
十
二
」
を
み
る
と
、
「
何
せ
そ
の
時
分
は
堕
胎

事
件
が
や
か
ま
し
て
」
と
い
う
記
述
が
出
て
く
る
。
真
銅
正
宏
は
こ
の
事
件
を

大
正
十
五
年
五
月
二
十
三
日
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
記
事
に
見
ら
れ
る
も
の

と
し
、
こ
こ
か
ら
作
中
時
間
を
見
出
九
。
こ
の
事
件
の
背
景
に
大
正
十
一
年
三

月
を
起
点
と
し
た
日
本
で
の
「
産
児
制
限
」
の
大
き
な
流
行
が
あ
る
。
こ
の
き

っ
か
け
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ー
サ
ン
ガ
ー
の
来
日
に
よ
る
。
太
田
典
礼
『
日
本
産

児
調
整
百
年
史
』
よ
り
、
サ
ン
ガ
ー
の
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動
を
み
る
と
「
一
九

一
四
年
産
児
調
整
連
盟
を
結
成
し
『
婦
人
の
反
逆
』
と
い
う
雑
誌
を
刊
行
し
て
、

主
旨
を
宣
伝
し
、
▽
几
一
六
年
産
調
相
談
所
を
開
い
た
が
、
ま
も
な
く
閉
鎖
さ

　
　
　
　
　
三
つ
の
『
祀
』

れ
、
翌
年
告
発
さ
れ
た
が
、
精
力
的
に
運
動
を
つ
づ
け
て
、
一
躍
英
雄
に
な
り
、

一
九
三
七
年
に
は
産
調
が
法
的
に
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
貧
困
と
多
産
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
た
め
、

彼
女
の
活
動
は
世
界
の
目
を
引
い
た
と
い
他
。

　
こ
の
活
動
を
日
本
に
伝
え
た
の
が
、
山
本
宣
治
で
あ
る
。
山
本
は
、
サ
ン
ガ

ー
の
来
日
を
契
機
に
労
働
者
や
農
民
を
対
象
に
産
児
制
限
運
動
を
始
め
、
ま
た

産
児
調
節
評
論
社
を
立
ち
上
げ
、
自
ら
主
幹
と
な
り
大
正
十
四
年
二
月
『
産
児

調
節
評
論
』
を
刊
行
し
て
い
馳
。
山
本
は
サ
ン
ガ
ー
の
思
想
を
幅
広
く
伝
え
て

い
る
が
、
そ
の
来
日
の
様
子
を
『
山
峨
女
史
家
族
制
限
法
批
判
（
極
秘
）
』
の

中
で
次
の
よ
う
に
示
す
。

　
　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ー
サ
ン
ガ
ー
女
史
は
我
日
本
に
来
遊
す
る
事
に
定
ま
っ
た
。

　
　
之
よ
り
先
、
同
年
二
月
在
桑
港
の
日
本
領
事
は
本
国
政
府
の
訓
令
に
基
づ

　
　
き
女
史
の
旅
券
に
査
証
を
拒
み
、
暗
に
日
本
国
土
に
上
陸
禁
止
せ
ら
れ
る

　
　
べ
き
旨
の
予
告
を
し
た
が
、
女
史
は
之
に
屈
す
る
所
な
く
船
中
宣
伝
を
続

　
　
け
、
三
月
上
旬
に
上
陸
、
内
務
当
局
は
女
史
を
召
喚
し
、
産
児
制
限
宣
伝

　
　
の
公
開
演
説
を
ば
日
本
帝
国
領
土
内
に
於
て
行
は
ぬ
様
誓
約
さ
せ
た
と
の

　
　
事
で
あ
斜

　
ま
た
山
本
の
「
サ
ン
ガ
ー
式
避
妊
宣
伝
の
是
非
」
と
い
う
論
文
に
は
、
サ
ン

ガ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
”
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
　
」
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
”
も
「
横
浜
埠
頭
で
官
憲
が
其

大
部
分
を
押
収
し
竹
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
政
府
が
ひ
と
り
の
外
国
人
研
究

五
九

｜

｜



　
　
　
　
　
三
つ
の
『
祀
』

者
の
入
国
に
非
常
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
た
様
子
が
伺
わ
れ
る
。
『
出
版
警
察

報
』
昭
和
三
年
十
一
月
の
「
禁
止
事
項
」
に
は
サ
ン
ガ
ー
の
『
避
妊
の
実
行
方

法
』
の
発
禁
理
由
に
つ
い
て
、

　
　
本
著
（
各
種
ノ
避
妊
方
法
ヲ
詳
細
且
露
骨
二
記
述
セ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
堕
胎

　
　
方
法
ノ
解
説
二
渉
ル
モ
ノ
ア
リ
其
一
部
ヲ
摘
示
ス
レ
バ
左
ノ
如
シ
。

　
　
　
「
コ
ル
ポ
リ
ン
テ
ル
挿
入
法
」
卜
題
シ

　
　
　
既
に
妊
娠
四
ヶ
月
に
な
る
と
前
の
内
膜
掻
昶
術
で
は
不
完
全
な
こ
と
が

　
　
あ
り
ま
す
、
こ
の
場
合
に
は
「
コ
ル
ポ
リ
ン
テ
ル
」
と
い
ふ
ゴ
ム
球
を
挿

　
　
入
し
て
、
陣
痛
の
催
進
と
子
宮
口
の
開
大
を
促
し
、
自
然
的
に
中
身
を
除

　
　
去
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
こ
の
避
妊
方
法
は
人
口
問
題
と
結
び
つ
け
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
来
た
。

　
　
そ
れ
に
関
す
る
著
書
も
数
種
あ
る
が
上
記
の
如
く
器
具
の
販
売
店
と
連
絡

の
あ
る
も
の
が
多
い
の
は
皮
肉
な
る
現
象
で
あ
娠
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
山
本
は
『
山
峨
女
史
家
族
制
限
法
批
判
（
極

秘
）
』
の
中
で
”
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
　
」
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
”
を
翻
訳
し
紹
介
す
る
が
、
そ
の
記
述
は

具
体
的
で
、
女
性
器
の
リ
ア
ル
な
図
ま
で
付
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
ン
ガ
ー
の
来
日
と
同
時
期
、
雑
誌
の
刊
行
が
ブ
ー
ム
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん

「
産
児
制
限
」
に
つ
い
て
雑
誌
は
特
集
を
組
み
大
々
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

堕
胎
・
避
妊
と
い
う
犯
罪
が
雑
誌
を
通
じ
て
賛
同
さ
れ
る
こ
と
は
「
安
寧
秩
序

ヲ
妨
害
」
す
る
行
為
と
み
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

踏
ま
え
現
行
の
『
�
』
の
「
そ
の
十
二
」
を
み
る
と
、
次
の
記
述
に
注
目
が
い

　
　
「
ほ
ん
ま
云
う
た
ら
、
あ
て
え
え
本
持
っ
て
ん
ね
ん
。
亜
米
利
加
で
出
版

　
　
し
や
ば
っ
た
本
で
、
そ
れ
見
た
ら
そ
ら
も
う
何
ぼ
通
り
で
も
書
い
た
あ
る

　
　
わ
」
云
う
て
、
そ
の
時
貸
し
た
げ
た
ま
ヽ
忘
れ
て
し
も
て
た
ん
だ
し
た
。

　
ち
な
み
に
昭
和
四
年
三
月
の
雑
誌
連
載
時
の
本
文
で
は
「
出
版
」
の
前
に

「
秘
密
」
と
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
出
版
物
で
あ
る
が
、
本
文
に
は
「
薬
剤
に

依
る
方
法
や
ら
、
器
具
に
依
る
方
法
や
ら
、
法
律
に
触
れ
る
や
う
な
こ
と
ま
で

た
あ
ん
と
書
い
て
あ
る
」
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
連
載
と
同
じ
年
の
十
月

に
『
避
妊
乃
研
か
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
マ
リ
ー
・
ス
ト
ー
プ
ス
と

い
う
性
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
女
性
学
者
で
あ
る
。
山
本
宣
治
は
主
著

『
産
児
調
整
論
』
で
は
ス
ト
ー
プ
ス
の
経
歴
、
さ
ら
に
は
彼
女
が
中
心
と
な
っ

た
「
建
設
的
産
児
調
整
及
び
人
種
向
上
協
会
」
の
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
を
紹
介
し

て
い
柚
。
ス
ト
ー
プ
ス
は
、
サ
ン
ガ
ー
と
並
ぶ
産
児
制
限
論
の
国
際
的
な
り
Ｉ

ダ
ー
で
あ
っ
た
。
『
避
妊
乃
研
究
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
年
十
月
で
あ

る
が
、
そ
の
刊
行
よ
り
八
ヶ
月
前
の
二
月
に
米
国
の
リ
ン
ゼ
イ
判
事
の
『
友
愛

結
婚
』
が
邦
訳
刊
行
さ
れ
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
産
児
制
限
と
友

愛
結
婚
」
と
一
章
設
け
ら
れ
て
お
り
、
産
児
制
限
の
た
め
避
妊
を
肯
定
す
る
論

が
記
さ
れ
て
い
拡
。
「
友
愛
結
婚
」
で
は
結
婚
に
伴
う
多
産
が
望
ま
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
煽
り
の
中
で
『
避
妊
乃
研
究
』
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を



み
る
と
二
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
二
鄙
で
は
、
避
妊
の
た
め
の
「
薬
剤
に
依

る
方
法
」
、
「
器
具
に
依
る
方
法
」
が
詳
細
に
記
さ
れ
、
二
部
に
は
道
義
的
側
面

か
ら
産
児
制
限
へ
の
賛
意
を
論
じ
て
い
る
。
ま
さ
に
『
避
妊
乃
研
究
』
は
、

『
�
』
の
本
文
に
あ
る
書
籍
を
想
像
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。
な
お
『
避
妊
乃
研

究
』
の
訳
者
で
あ
る
馬
島
個
も
避
妊
・
堕
胎
を
論
じ
る
上
で
外
せ
な
い
人
物
で

あ
る
。
太
田
典
礼
の
研
究
で
は
、
馬
島
の
人
物
像
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　
　
人
口
流
産
を
う
ま
く
、
こ
っ
そ
り
や
っ
て
も
ら
う
に
は
理
解
あ
る
医
師
が

　
　
必
要
で
、
当
時
大
阪
で
は
平
民
病
院
の
加
藤
時
也
や
、
神
戸
の
貧
民
窟
で

　
　
賀
川
豊
彦
の
診
療
所
に
い
た
馬
島
偏
に
た
の
ん
だ
。

　
　
（
中
略
）
賀
川
の
つ
く
っ
た
本
所
の
産
業
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
診
療
所
で
、

　
　
ま
た
も
や
貧
乏
人
の
子
沢
山
か
ら
人
口
流
産
を
た
の
ま
れ
、
つ
い
に
堕
胎

事
件
で
四
回
も
検
挙
さ
れ
「
堕
胎
魔
」
と
ま
で
い
わ
れ
加
。

　
こ
こ
に
賀
川
豊
彦
の
名
前
が
上
が
る
が
、
大
正
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
賀
川

の
『
死
線
を
越
え
て
』
は
大
正
時
代
最
大
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
発
行
元
は
改
造
社
で
あ
る
。
『
避
妊
乃
研
究
』
は
、
そ
の
内
容
や
馬
島
個

に
よ
る
訳
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
危
険
な
書
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。

　
さ
て
マ
リ
ー
・
ス
ト
ー
プ
ス
の
著
書
で
あ
る
が
、
『
避
妊
乃
研
究
』
以
前
に
、

『
結
婚
‰
』
が
矢
口
達
訳
で
朝
香
屋
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は

三
つ
の
『
祀
』

発
売
禁
止
に
な
り
、
三
月
に
伏
字
を
施
し
た
再
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
小
谷

野
敦
は
『
結
婚
愛
』
に
つ
い
て
、

　
　
最
初
の
も
の
の
訳
者
矢
口
は
、
精
二
と
同
期
に
早
稲
田
を
卒
業
し
た
英
文

　
　
学
者
だ
か
ら
、
谷
崎
は
か
な
り
の
確
率
で
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。

　
　
婉
曲
な
が
ら
、
快
楽
と
し
て
の
性
交
を
認
め
た
も
の
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
思
想
に
反
逆
し
た
も
の
加
。

と
考
察
す
る
。
さ
ら
に
広
げ
る
と
、
大
正
十
一
年
サ
ン
ガ
ー
を
日
本
に
招
い
た

の
は
改
造
社
社
長
の
山
本
実
彦
で
あ
る
。
山
本
宣
治
は
改
造
社
主
催
の
サ
ン
ガ

ー
の
演
説
会
の
通
訳
を
山
本
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
敷
行
す
る
と
、
ス
ト
ー

プ
ス
の
訳
者
で
あ
る
馬
島
偏
と
改
造
社
の
間
接
的
な
繋
が
り
・
も
含
め
、
谷
崎

は
連
載
を
持
つ
雑
誌
が
「
産
児
制
限
」
を
喧
伝
し
て
い
る
事
実
を
知
ら
な
い
は

ず
が
な
い
。
サ
ン
ガ
ー
と
共
に
中
心
に
な
っ
た
ス
ト
ー
プ
ス
に
つ
い
て
も
情
報

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
し
谷
崎
が
こ
の
書
籍
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
と
す
る

と
、
『
避
妊
乃
研
究
』
を
原
文
で
読
ん
で
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
「
亜
米

利
加
の
本
」
と
い
う
の
は
『
避
妊
乃
研
究
』
の
可
能
性
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　
現
行
の
『
田
』
の
「
そ
の
十
二
」
か
ら
「
そ
の
十
四
」
に
か
け
て
光
子
は
狂

言
の
妊
娠
を
起
こ
す
場
面
が
続
く
。
こ
れ
は
「
そ
の
十
三
」
に
あ
る
園
子
の
発

言
の
「
こ
な
い
な
事
は
お
医
者
さ
ん
や
の
う
て
も
、
経
験
の
あ
る
し
ろ
と
の
方

が
却
っ
て
手
軽
う
に
埓
よ
う
や
れ
る
、
西
洋
の
女
や
ら
は
こ
な
い
こ
な
い
し
て
、

人
の
手
工
借
ら
ん
と
自
分
で
始
末
し
て
し
ま
う
ん
か
常
識
」
を
受
け
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
三
つ
の
『
祀
』

あ
る
。
光
子
は
血
糊
を
使
い
、
そ
れ
ら
し
く
見
せ
よ
う
と
す
る
が
、
園
子
は
狂

言
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
読
者
は
、
こ
こ
で
中
産
階
級
以
上
の
人
物
た

ち
の
奇
妙
な
嘘
の
応
酬
を
好
奇
心
を
持
っ
て
読
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
連

載
時
は
こ
の
場
面
の
文
中
に
「
（
以
下
四
十
一
字
削
除
）
」
と
入
る
。
堕
胎
は
当

時
の
進
歩
的
な
女
性
が
関
心
を
持
っ
た
事
柄
で
、
検
閲
当
局
は
こ
の
よ
う
な
描

写
が
み
ら
れ
る
時
点
か
ら
目
を
付
け
て
い
た
。
そ
の
結
果
「
そ
の
二
十
二
か

ら
大
々
的
に
伏
字
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か

し
、
伏
字
が
逆
に
『
�
』
に
出
て
く
る
四
人
の
人
物
の
秘
め
ら
れ
た
雰
囲
気
を

表
現
す
る
上
で
効
果
的
に
働
く
よ
う
に
な
る
。

二
　
『
ぷ
』
に
お
け
る
伏
字
の
規
制
と
効
用

　
検
閲
の
内
幕
が
推
定
で
き
る
も
の
に
、
昭
和
九
年
六
月
二
十
九
日
の
「
伏
字

ヲ
使
用
シ
タ
ル
狼
褒
ノ
記
事
卜
新
聞
紙
法
第
四
十
一
条
ノ
適
用
」
の
判
決
が
あ

る
。
こ
の
中
で
「
人
ヲ
シ
テ
ー
読
羞
恥
厭
悪
ノ
情
ヲ
惹
起
セ
シ
ム
ル
ニ
足
ル
ベ

キ
記
事
ナ
ル
以
上
（
縦
令
其
ノ
記
事
中
具
体
的
露
骨
ノ
部
分
（
之
ヲ
伏
字
卜
為

シ
其
ノ
他
ノ
抽
象
的
部
分
ノ
ミ
ヲ
明
示
シ
タ
ル
場
合
」
に
お
い
て
も
「
新
聞
紙

法
第
四
十
一
条
二
所
謂
風
俗
ヲ
害
ス
ル
事
項
卜
認
ム
ル
」
と
す
る
。
確
か
に
伏

字
を
施
し
た
方
が
、
そ
の
箇
所
に
想
像
を
掻
き
立
た
せ
る
効
果
が
あ
る
。
連
載

版
『
田
』
の
「
そ
の
二
十
三
」
に
は
、
光
子
が
綿
貫
の
処
女
を
弄
ぶ
様
子
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
場
面
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

ほ
ん
ま
の
プ
ラ
ト
ニ
ツ
ク
ー
ラ
ヅ
や
っ
た
ら
ゝ
ゝ
ゝ
す
る
の
ん
か
て
矛
盾

し
て
る
ん
の
に
、
　
Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

＾

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

＾

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｉ
　
ｉ
　
’
、
Ｉ
　
ｘ
’
ｉ
　
Ｉ
　
ｘ
”
Ｉ
、
あ
れ
や
っ
た
ら
何
ん
に
も
純
潔
な
こ
と
あ
れ
へ
ん

　
こ
の
伏
字
に
よ
っ
て
逆
に
純
潔
で
は
な
い
こ
と
の
想
像
が
膨
ら
む
。
す
な
わ

ち
、
伏
字
を
用
い
る
こ
と
で
官
能
的
・
反
社
会
的
な
表
現
を
書
き
示
す
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
そ
の
こ
と
に
谷
崎
を
け
じ
め
と
し
た
当
時
の
書
き
手
も
意
識
的

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
れ
で
は
『
ぷ
』
の
伏
字
の
奥
に
は
何
か
描
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
ぷ
』
に
は
原
『
ぷ
』
が
あ
っ
た
と
す
る
考
察
が
あ
る
。
平
野
芳
信
は
「
原

『
ぷ
』
の
失
わ
れ
た
構
想
の
な
か
に
『
蓼
喰
ふ
虫
』
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た

『
小
田
原
事
件
』
に
ま
つ
わ
る
何
ら
か
の
モ
チ
ー
フ
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
」
と
想
像
し
、
削
除
さ
れ
る
前
の
原
『
田
』
で
谷
崎
は
「
今
度
は
ナ
オ

ミ
に
語
ら
せ
る
『
痴
人
の
愛
』
の
女
性
版
と
し
て
『
田
』
を
企
計
し
て
い
た
」

と
推
測
す
飴
。
ま
た
、
尾
高
修
也
は
削
除
部
分
を
本
来
「
性
の
遊
び
」
に
関
す

る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
尾
高
は
『
改
造
』
初
出
の
も
の
か
ら

語
句
を
何
箇
所
か
削
っ
て
あ
る
部
分
を
指
し
て
。

　
　
「
昼
中
若
い
女
性
が
裸
に
な
っ
た
り
し
て
」
は
、
も
と
は
「
裸
に
な
っ
て

　
　
遊
ん
だ
り
し
て
」
で
、
光
子
が
単
に
絵
の
モ
デ
ル
と
し
て
裸
に
な
る
の
で

　
　
は
な
く
、
女
同
士
で
性
の
遊
び
を
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
初

｜



出
で
は
「
あ
ん
た
こ
そ
頭
古
い
ね
ん
」
の
前
に
、
「
近
代
人
は
誰
か
て
ち

よ
つ
と
づ
つ
変
態
的
な
ん
や
ね
ん
も
ん
」
と
い
う
せ
り
ふ
が
入
っ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
、
「
文
学
中
毒
起
し
て
ん
ね
ん
」
の
あ
と
に
は
、
「
お
前
の
理
想

は
ナ
オ
ミ
の
や
う
な
ブ
ン
パ
イ
ア
に
な
る
こ
と
か
？
」
と
い
う
コ
打
が
つ

づ
い
て
い
仏

　
尾
高
は
こ
こ
に
具
体
的
に
性
的
な
事
柄
が
書
か
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
。
そ

の
上
で
改
変
の
理
由
を
「
谷
崎
は
昭
和
六
年
に
『
ぷ
』
を
本
に
す
る
と
き
、
旧

来
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
露
出
し
た
よ
う
な
そ
れ
ら
の
せ
り
ふ
を
削
っ
て
い
っ
た
」

と
解
釈
を
す
る
。
『
ぷ
』
の
一
部
を
削
除
し
た
理
由
と
し
て
、
谷
崎
が
自
身
の

過
去
の
作
品
と
の
区
別
の
た
め
に
敢
え
て
削
っ
た
と
い
う
見
方
は
、
削
除
の
理

由
が
公
序
良
俗
上
の
配
慮
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
中
で
独
特
な
視
点
と
い
え

る
が
、
実
際
に
昭
和
六
年
に
改
造
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
ぷ
』
を
み
る
と
、
こ

れ
ら
の
台
詞
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分
が
削
ら
れ
た
の
は
昭
和
二

十
一
年
十
二
月
一
日
刊
行
の
新
生
社
版
の
『
ぷ
』
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も

昭
和
六
年
の
段
階
で
は
「
旧
来
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
露
出
し
た
よ
う
な
そ
れ
ら
の

せ
り
ふ
を
削
っ
て
い
っ
た
」
事
実
は
な
い
。
私
は
以
上
の
見
解
に
対
し
『
田
』

に
施
さ
れ
て
い
る
伏
字
は
、
む
し
ろ
意
図
的
な
も
の
だ
と
考
え
る
。
私
は
そ
の

根
拠
と
し
て
、
昭
和
六
年
に
改
造
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
単
行
本
か
ら
は
伏
字
が

省
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
連
載
版
か
ら
改
造
社
刊
行
の
単
行
本
に
移
行
す
る
上
で
、
表

　
　
　
　
　
三
つ
の
『
祀
』

現
上
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
切
り
落
と
さ
れ
、
何
か
残
さ
れ
た
か
を
み
る
。
ま
ず

連
載
版
と
改
造
社
版
に
共
通
す
る
「
そ
の
七
」
の
一
節
を
引
用
す
る
。

　
　
ひ
ど
い
！
　
ひ
ど
い
！

　
　
あ
ん
ま
り
や
わ
、
あ
ん
ま
り
や
わ
！

　
　
光
は
一
人
で
泣
い
て
ゐ
ま
す
。

（
た
ま
に
は
姉
ち
ゃ
ん
の
ゝ
ゝ

足
を
想
い
出
し
て
！

ゝ
二
円
愛
い
白
い
あ
て
の

　
　
い
つ
又
姉
ち
ゃ
ん
は
あ
ん
ぺ
い
の
や
う
な
、
Ｉ
　
Ｉ
　
ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
、
Ｉ
　
Ｉ
　
、
Ｉ
　
Ｉ
　
、
ｘ
　
、
Ｉ
　
Ｉ

　
　
ぅ
ｘ
’
れ
る
の
？
）

　
　
あ
あ
、
あ
あ
、
あ
あ
、

　
　
く
や
し
い
か
ら
も
う
な
ん
に
も
云
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
ａ
Ｓ
ｏ
ｅ
ｕ
ｒ
（
い
ｌ
ａ
ｉ
ｒ

　
　
Ｍ
ａ
　
Ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ｓ
ｏ
ｅ
ｕ
ｒ
　
Ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
.
　
Ｔ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ

　
括
弧
で
括
っ
た
箇
所
は
改
造
社
版
刊
行
か
ら
十
五
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
新
生

社
版
で
は
削
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
見
て
気
づ
く
こ
と
は
連
載
時

の
伏
字
が
改
造
社
版
に
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
両
者
の
違
い
は
「
あ
あ
、
あ
あ
、
あ
あ
」
の
部
分
が
「
あ
へ
あ
べ
あ

こ
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
下
に
「
く
れ
る
の
？
」
と
い
う
言
葉

が
続
く
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
そ
こ
に
官
能
用
語
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
可
能
性

が
想
像
さ
れ
る
。
さ
ら
に
谷
崎
が
意
図
的
に
伏
字
を
用
い
て
い
た
と
想
像
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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三
つ
の
『
祀
』

る
の
が
次
の
箇
所
で
あ
る
。

　
　
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ぅ
も
の
見
た
ら
気
が
顛
倒
し
て
し
も
て
、
眼
え
つ
ぶ
っ
て
る
間

　
　
に
ｘ
’
ｉ
　
Ｉ
　
ｘ
”
、
Ｉ
　
Ｉ
　
の
ん
や
な
い
か
と
生
き
て
る
心
地
せ
え
し
ま
せ
な
ん
だ

　
　
け
ど
、
殺
さ
れ
た
ら
殺
さ
れ
た
時
思
て
あ
き
ら
め
て
ま
す
と
、
肘
の
上
の

　
　
と
こ
（
’
、
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｘ
Ｊ
　
’
Ｉ
　
Ｘ
Ｘ
　
Ｘ
Ｊ
、
之
）
’
、
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｘ
Ｘ
　
Ｉ
ぐ
ら
ゐ
ス
ル
ス
ル
と
皮
の
上

　
　
ヽ
ヽ
ヽ
思
た
ら
（
、
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
’
、
Ｉ
　
Ｉ
　
、
ｘ
　
’
、
Ｉ
　
Ｉ
　
’
、
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
’
、
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
、
ｘ
　
’
、
Ｉ
　
Ｉ

　
　
’
Ｉ
　
’
Ｉ
　
’
Ｉ
　
’
、
Ｉ
　
）
ぞ
う
ツ
と
し
て
脳
貧
血
起
こ
し
さ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

　
こ
れ
は
『
改
造
』
連
載
版
「
そ
の
二
十
二
」
の
一
節
で
あ
る
。
括
弧
で
括
っ

た
部
分
は
改
造
社
版
の
「
そ
の
二
十
」
に
該
当
す
る
箇
所
で
、
単
行
本
化
に
際

し
削
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
改
造
社
版
で
は
、
伏
字
の
「
こ
の

数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
連
載
で
は
「
そ
の
二
十
二
か
ら
伏
字

が
多
く
て
内
容
を
認
識
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
改
造
社
版
の

単
行
本
で
は
、
そ
の
読
み
に
く
い
部
分
の
伏
字
の
「
こ
は
減
ら
さ
れ
て
い
る

が
、
原
則
と
し
て
伏
字
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
伏
字
の

視
覚
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
、
改
造
社
版
の
『
ぷ
』
は
伏
字
を
作
品
と
し
て
取

り
込
ん
で
、
読
者
に
読
ま
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
谷
崎

は
伏
字
を
表
現
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
直
截
的
に
は
書
く
こ
と
を
禁
じ
ら
れ

た
官
能
的
・
反
社
会
的
な
内
容
を
ぼ
か
す
効
果
を
狙
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
こ
れ
ら
の
事
象
か
ら
推
論
を
立
て
る
と
、
『
改
造
』
連
載
時
に
お
い
て
谷
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

の
構
想
に
は
原
『
�
』
が
存
在
し
、
そ
の
内
容
を
連
載
版
の
『
ぷ
』
に
表
現
し

た
が
、
そ
れ
は
編
集
の
過
程
で
伏
字
が
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と

で
当
初
の
計
画
に
は
な
い
表
現
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
単
行
本
に

す
る
際
に
も
、
伏
字
を
表
現
の
一
部
と
し
て
世
に
出
し
た
。
す
な
わ
ち
伏
字
の

部
分
も
表
現
と
し
て
効
果
を
持
つ
と
判
断
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ

か
ら
連
載
版
と
改
造
社
版
に
は
そ
れ
ぞ
れ
谷
崎
の
別
の
意
図
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
後
、
新
生
社
版
が
刊
行
さ
れ
る
の
は
昭
和
二
十
一
年
で
あ
り
、

十
五
年
も
の
間
伏
字
が
施
さ
れ
た
『
ぷ
』
が
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

三
　
三
つ
の
『
田
』雑
誌
掲
載
版
・
改
造
社
版
・
新
生
社
版
－

　
昭
和
三
年
か
ら
雑
誌
『
改
造
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
ぷ
』
は
昭
和
五
年
四
月
一

日
に
連
載
が
終
了
し
て
、
単
行
本
と
し
て
改
造
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
雑

誌
連
載
が
終
了
し
た
一
年
後
の
昭
和
六
年
四
月
二
十
日
で
あ
る
。

　
前
章
で
は
連
載
版
か
ら
単
行
本
に
移
行
す
る
に
当
た
り
、
伏
字
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
表
現
技
巧
と
し
て
意
図
的
に
施
し
た
と
い
う
可
能

性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
伏
字
が
施
さ
れ
た
版
は
十
五
年
後
の
昭
和
二
十
一
年
に

新
生
社
か
ら
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
読
み
継
が
れ
る
。
そ
の
新
生
社
の
単

行
本
は
伏
せ
字
箇
所
を
省
い
て
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
三
つ
の
版
を
比
較
分
析
す
る
こ
と
で
、
現
在
読
ま
れ
る
『
田
』
が
誕
生

｜

｜



す
る
ま
で
の
過
程
で
何
か
加
え
ら
れ
、
何
か
削
ら
れ
た
か
を
見
て
、
伏
字
を
表

現
と
し
て
意
図
的
に
施
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

　
ま
ず
雑
誌
掲
載
版
と
改
造
社
版
の
違
い
を
挙
げ
る
と
、
改
造
社
版
に
は
「
緒

言
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
�
』
の
『
改
造
』
連
載
当
初
の
「
そ
の

三
」
ま
で
は
標
準
語
の
語
り
口
調
で
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
、
全
て
大
阪
言
葉

に
よ
る
語
り
口
調
の
文
体
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
改
造
社
版
で
は
全
て
の

漢
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。
『
改
造
』
連
載
時
に
は

光
子
の
弟
（
光
雄
、
五
つ
歳
下
と
あ
る
）
や
、
園
子
の
子
供
が
存
在
す
る
の
に

対
し
、
改
造
社
版
の
単
行
本
か
ら
は
削
除
さ
れ
て
い
た
り
、
雑
誌
掲
載
時
に
は

「
恋
人
の
家
庭
に
出
入
り
し
て
、
恋
人
の
夫
と
も
友
達
付
き
合
い
す
る
」
園
子

の
不
倫
相
手
に
つ
い
て
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
行
の
文
章
で
は
「
あ

の
人
」
と
姿
を
仄
め
か
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
昭
和
四
年
二
月
号
・
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
そ
の
十
二
」
と
「
そ

の
十
三
」
が
作
者
の
聞
き
違
い
で
あ
っ
た
と
し
て
改
造
社
版
か
ら
は
全
て
削
除

さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
場
面
も
、
光
子
が
自
殺
す
る
時
に
連
載
時
は
辞
世
の
句

を
残
し
て
い
る
が
、
改
造
社
版
か
ら
そ
の
句
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

総
合
す
る
と
『
ぷ
』
は
改
造
社
か
ら
刊
行
す
る
に
当
た
り
、
連
載
時
に
み
ら
れ

る
構
造
的
な
揺
れ
が
修
正
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
Ｔ
日
に
新
生
社
か
ら
改
訂
さ
れ
た
『
田
』
が
刊
行
さ

れ
る
。
定
価
五
十
円
の
Ａ
５
判
の
本
で
あ
る
。
こ
の
版
で
は
「
符
言
」
が
削
ら

　
　
　
　
　
三
つ
の
『
祀
』

れ
て
い
る
。
刊
行
の
翌
年
の
昭
和
二
十
二
年
二
月
十
五
日
『
東
京
新
聞
』
の
読

者
投
書
欄
に
、
新
生
社
版
は
二
羊
頭
く
肉
〉
の
ズ
元
本
々
で
あ
る
」
と
い
う

非
難
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
柚
。
そ
れ
に
対
し
谷
崎
は
昭
和
二
十
二
年
二
月
「
東

京
新
聞
」
声
欄
に
「
『
ま
ん
じ
』
に
就
て
」
と
い
う
文
章
を
寄
せ
て
「
去
る
十

五
日
の
貴
紙
声
欄
に
の
つ
て
ゐ
た
杉
並
区
近
藤
良
貞
氏
の
文
に
お
答
へ
し
ま

す
」
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
旧
版
の
伏
字
の
部
分
を
削
除
し
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
の
は
小
生
自
身
あ
の

　
　
伏
字
を
生
か
す
必
要
な
し
と
考
え
て
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
、
し
か
し

　
　
「
完
本
伏
字
な
し
」
と
い
ふ
広
告
文
は
い
か
に
も
旧
版
の
伏
字
の
部
分
が

　
　
生
か
さ
れ
て
あ
る
か
の
如
き
感
も
抱
か
せ
て
宜
し
く
あ
り
ま
せ
ん
、
さ
う

　
　
い
ふ
広
告
文
を
出
し
た
書
店
が
責
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
勿
論
と
し

　
　
て
、
小
生
も
あ
の
広
告
文
が
気
に
な
つ
て
い
な
が
ら
書
店
に
注
意
を
与
へ

　
　
ず
に
過
ご
し
た
点
は
申
訳
な
く
思
ひ
ま
ぬ
。

　
「
完
本
伏
せ
字
な
し
」
と
い
う
広
告
は
、
伏
字
に
隠
さ
れ
た
単
語
が
浮
き
彫

り
に
な
る
と
十
分
に
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
新
生
社
版

の
『
�
』
は
伏
字
を
全
て
削
除
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
伏
字
が
な

く
て
も
物
語
の
意
味
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
こ
で
改
造
社
版
と

新
生
社
版
の
『
田
』
を
挙
げ
て
、
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
か
み
る
。

妻
と
見
ず
知
ら
ず
の
男
と
が
自
分
の
知
ら
ん
間
に
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五

｀ ゝ

? ゝ

ゝ

? ゝ

ゝ

｀ ゝ

? ゝ

｀ ゝ



　
　
　
三
つ
の
『
祀
』

－
こ
（
兄
弟
の
）
の
約
束
し
て
る
云
ふ
こ
と
や
っ
た
、
第
一
人
の
女
房
と

　
　
こ
ん
な
Ｉ
　
、
ｘ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
、
Ｉ
　
Ｉ
　
、
Ｉ
　
Ｉ
　
、
ｘ
　
、
Ｉ
　
Ｉ
　
、
ｘ
　
（
も
ん
）
取
り
交
わ
し
と
い
て
、

　
　
そ
の
女
房
の
亭
主
の
前
い
れ
い
れ
い
し
い
に
見
せ
つ
け
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
�
』
そ
の
二
十
五
）

傍
線
部
が
改
訂
に
際
し
削
ら
れ
た
箇
所
で
、
括
弧
で
括
っ
た
部
分
が
改
訂
後
の

表
現
で
あ
る
が
、
伏
字
で
書
か
れ
て
い
た
部
分
が
「
兄
弟
（
の
約
束
）
」
や

「
（
こ
ん
な
）
も
ん
」
と
い
う
当
た
り
障
り
の
な
い
語
句
に
置
き
換
え
ら
れ
、
雑

誌
連
載
時
の
『
田
』
が
本
来
は
伏
字
が
な
く
て
も
通
じ
る
書
き
方
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
新
生
社
よ
り
発
刊
さ
れ
た
『
ぷ
』
か
ら
伏
字
は
削
ら
れ
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
作
品
の
中
に
は
直
截
的
な
官
能
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
は
想

像
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
奥
行
き
の
あ
る
官
能
的
な
含
み
を
持
つ
文

章
に
な
る
。

　
つ
ま
り
新
生
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
�
』
は
連
載
版
・
改
造
社
版
と
は
違
っ

た
表
現
が
付
加
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
新
生
社
刊
行
の
改
訂
さ
れ
た
文
章

は
、
連
載
時
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
感
覚
が
、
十
五
年
後
の
時
点
で
は
斬

新
な
も
の
で
は
な
く
な
り
削
っ
た
と
い
え
よ
う
。
柿
内
孝
太
郎
が
園
子
に
対
し

て
光
子
と
の
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
関
係
を
叱
責
す
る
場
面
に
お
い
て
「
お
前
の
理
想

は
ナ
オ
ミ
の
や
う
な
ブ
ン
パ
イ
ア
に
な
る
こ
と
か
？
」
と
鴛
言
し
て
い
る
。
こ

こ
で
言
う
「
ナ
オ
ミ
」
と
は
谷
崎
の
『
痴
人
の
愛
』
の
登
場
人
物
の
ナ
オ
ミ
の

こ
と
で
あ
る
が
、
連
載
時
は
『
痴
人
の
愛
』
の
人
気
に
あ
や
か
っ
て
、
読
者
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

Ｉ
ビ
ス
的
に
ナ
オ
ミ
と
い
う
名
前
を
入
れ
た
、
も
し
く
は
『
痴
人
の
愛
』
を
宣

伝
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
改
訂
時
に
、
谷
崎
作
品
を
読
む
新

し
い
読
者
が
「
ナ
オ
ミ
の
よ
う
な
女
」
と
い
う
語
句
に
反
応
す
る
と
は
限
ら
な

い
の
で
削
除
し
た
。
い
わ
ば
『
�
』
に
お
け
る
伏
字
の
削
除
に
は
そ
の
当
時
の

読
者
に
読
み
伝
わ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

四
　
時
代
が
生
み
出
し
た
『
田
』
の
表
現
効
果

　
『
ぷ
』
に
は
露
骨
に
は
描
か
れ
な
い
が
、
終
始
密
度
の
濃
い
性
的
関
係
が
仄

め
か
さ
れ
て
い
る
。
谷
崎
が
『
�
』
に
描
い
た
柿
内
夫
婦
の
性
的
不
和
は
、
当

時
の
夫
婦
関
係
の
有
様
を
デ
フ
ォ
ル
メ
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
い

え
ば
、
綿
貫
が
作
中
「
く
ろ
と
の
女
で
も
Ｉ
ペ
ん
綿
貫
に
引
っ
か
か
っ
た
ら
大

概
の
も
ん
夢
中
に
な
る
」
男
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
「
百
％
安
全
な
る
ス
テ
ッ

キ
ー
ボ
ー
イ
」
で
あ
る
こ
と
も
、
生
殖
の
な
い
快
楽
の
み
を
追
及
し
た
性
を
示

し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
作
中
、
園
子
に
よ
る
綿
貫
の
第
一
印
象
に

つ
い
て
「
美
男
子
」
で
は
あ
り
な
が
ら
も
。

　
　
眼
エ
が
細
う
て
眼
瞼
が
脹
れ
て
て
、
眉
の
間
を
神
経
質
ら
し
ゅ
う
ピ
ク
ピ

　
　
ク
さ
す
癖
が
あ
っ
て
、
な
ん
や
知
ら
ん
陰
険
ら
し
い
の
で
す
。

と
記
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
の
文
脈
に
綿
貫
が
不
能
者
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ

る
が
、
『
田
』
の
中
で
は
「
性
的
欠
陥
者
＝
性
格
的
に
も
問
題
が
あ
る
」
と
い

う
描
写
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
の
は
谷
崎
だ
け
で
は
な
い
。
大
正



十
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
変
態
心
理
』
に
所
収
さ
れ
た
伊
藤
憲
『
不
能
者
』
は

「
自
分
に
イ
ン
ポ
ッ
テ
ッ
ツ
の
気
味
が
あ
る
と
云
ふ
事
を
発
見
し
た
時
か
ら
、

頂
吉
の
頭
脳
は
ぐ
ら
り
と
変
っ
て
了
っ
だ
」
と
冒
頭
に
あ
る
。
不
能
者
の
心
理

が
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

　
　
不
能
者
と
定
ま
っ
て
か
ら
の
頂
吉
は
、
す
っ
か
り
、
そ
れ
は
丸
で
生
れ
変

　
　
っ
た
や
う
に
、
性
格
が
コ
貿
し
て
了
っ
だ
。
い
つ
も
ね
ち
ね
ち
し
た
、
憂

　
　
僻
で
堪
ら
な
い
と
云
っ
た
や
う
な
顔
付
を
し
て
、
凝
と
、
置
き
去
ら
れ
た

や
う
に
、
考
へ
込
ん
で
ゐ
加
。

と
い
う
一
文
が
あ
り
性
的
欠
陥
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
綿
貫
の
描
写
と
共
通
す

る
も
の
が
あ
る
。
谷
崎
は
綿
貫
の
性
格
に
こ
の
時
代
の
不
能
の
男
性
の
典
型
的

な
印
象
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
「
百
％
安
全
な
る
ス
テ
ッ
キ
・

ボ
ー
イ
」
も
「
夫
婦
の
生
理
的
不
和
」
も
、
検
閲
当
局
に
認
め
ら
れ
る
内
容
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
か
、
連
載
版
の
『
田
』
に
は
多
く

の
伏
字
が
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
�
』
は
、
改
造
社
版
か
ら
新
生
社
版
へ

と
改
訂
が
続
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
「
含
み
」
の
中
身
が
明
か
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
単
行
本
で
あ
る
改
造
社
版
で
は
「
含
み
」
が
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
、
さ
ら
に
新
生
社
版
で
は
伏
字
が
削
ら
れ
よ
り
一
層
の
「
含

み
」
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
に
改
編
し
た
意
図
は
何
だ
っ
た
の
か
。
二
言
で
い
え

ば
「
ど
の
人
物
を
中
心
に
し
て
も
読
め
る
作
品
」
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
三
つ
の
『
祀
』

は
な
い
か
。
『
ぷ
』
の
従
来
の
研
究
を
み
る
と
、
四
人
の
作
中
人
物
に
つ
い
て
、

そ
の
内
の
一
人
が
物
語
の
軸
と
し
て
の
存
在
意
義
を
も
つ
と
論
じ
ら
れ
る
。
し

か
し
、
私
は
改
編
に
よ
り
四
人
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
。

例
え
ば
、
孝
太
郎
が
園
子
に
光
子
と
の
関
係
を
詰
問
し
、
激
し
い
ぶ
つ
か
り
合

い
を
し
た
上
で
和
解
す
る
内
容
（
昭
和
四
年
の
『
改
造
』
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
、

翌
月
号
の
『
ぷ
』
の
「
作
者
註
」
に
「
聞
き
違
い
で
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
る
箇

所
）
が
単
行
本
で
は
削
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ま
で
中
心
と

な
っ
て
い
た
園
子
の
登
場
場
面
が
減
る
。
一
人
の
人
物
へ
の
描
写
の
偏
り
を
防

ぐ
た
め
で
あ
ろ
う
。
藤
村
猛
も
園
子
と
光
子
の
恋
愛
を
主
軸
と
し
た
「
複
数
の

人
間
の
組
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
そ
の
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
深
淵
を
展
開

し
て
見
せ
た
」
と
指
摘
す
柚
。
そ
し
て
削
ら
れ
た
部
分
に
何
か
描
か
れ
て
い
た

か
に
つ
い
て
は
闇
の
中
に
入
る
。

お
わ
り
に

　
『
改
造
』
連
載
時
の
最
終
章
の
「
そ
の
三
十
五
」
に
あ
る
光
子
の
死
に
際
に

読
ん
だ
歌
を
紹
介
し
て
本
論
を
締
め
る
。
こ
の
歌
は
現
行
の
『
ぷ
』
か
ら
は
削

除
さ
れ
て
い
る
。

　
　
知
る
や
君
地
獄
の
国
の
園
に
こ
そ

　
　
　
　
神
も
う
や
ら
む
木
の
実
あ
り
と
は

　
　
楽
園
の
甘
き
木
の
実
を
何
か
せ
ん
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三
つ
の
『
祀
』

　
　
　
　
世
の
常
な
ら
ぬ
恋
ひ
を
す
る
身
に

　
こ
の
歌
が
記
さ
れ
た
後
、
園
子
は
光
子
に
そ
の
意
味
を
尋
ね
る
が
、
「
綿
貫

の
や
う
な
も
ん
相
手
に
し
た
か
て
」
だ
け
判
読
で
き
る
文
字
と
し
て
残
り
、
そ

の
後
の
部
分
は
伏
せ
字
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
雑
誌
連
載
版
の
『
�
』
は

最
後
の
最
後
ま
で
何
か
秘
密
を
含
ん
だ
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
る
。

　
本
論
で
は
、
『
�
』
が
当
時
の
人
々
が
関
心
を
持
ち
な
が
ら
も
、
タ
ブ
ー
で

あ
っ
た
性
風
俗
的
事
項
を
、
谷
崎
が
当
時
の
発
禁
・
検
閲
と
い
う
規
制
を
逆
手

に
と
り
、
仄
め
か
し
て
描
き
出
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し

『
�
』
が
連
載
さ
れ
た
時
期
の
発
禁
・
検
閲
・
堕
胎
事
件
を
知
ら
ず
に
、
現
行

の
『
田
』
を
読
む
と
、
そ
の
テ
ー
マ
は
レ
ズ
ビ
ア
ン
関
係
で
も
四
人
の
中
心
人

物
の
四
角
関
係
で
も
な
い
、
結
局
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
終
焉
す
る
一
歩
間
違

え
れ
ば
失
敗
作
の
よ
う
に
も
読
め
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
実
を
い
え
ば
、
そ

こ
に
は
発
禁
・
検
閲
・
堕
胎
事
件
を
知
っ
て
い
た
読
者
と
、
そ
の
こ
と
を
仄
め

か
す
文
章
を
綴
る
谷
崎
と
が
共
有
し
た
二
者
間
で
の
秘
密
が
存
在
し
た
と
い
え

注①
　
本
稿
は
、
主
に
以
下
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
論
じ
た
。
河
野
多
恵
子
「
『
ぷ

　
（
ま
ん
じ
）
』
に
つ
い
て
」
（
『
文
学
界
』
昭
和
5
0
・
↓
・
１
　
文
語
春
秋
社
）
、
千
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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俊
二
「
『
田
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
」
（
『
近
代
文
学
研
究
と
資
料
』
昭
5
0
・
５

　
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
紅
野
研
究
室
）
、
平
野
芳
信
「
『
田
』
論
－
成
熟

　
へ
の
模
索
－
」
（
『
日
本
文
芸
論
集
』
昭
5
5
・
９
・
3
0
　
山
梨
英
和
短
期
大
学
日
本
文

　
学
会
）
、
山
口
政
幸
「
『
田
』
論
－
昭
和
六
年
の
削
除
を
中
心
に
ー
」
（
『
昭
和
学
院
短

　
期
大
学
紀
要
』
平
５
・
３
・
2
0
）

②
　
河
野
多
恵
子
「
『
田
（
ま
ん
じ
）
』
に
つ
い
て
」
（
『
文
学
界
』
昭
5
0
・
１
・
１
　
文

　
藷
春
秋
社
）

③
　
宣
（
銅
正
宏
「
ぷ
の
時
代
・
ぷ
の
場
所
」
（
『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』
平
Ｂ
・
８
・

　
１
　
至
文
堂
）

④
　
太
田
典
礼
「
五
・
サ
ン
ガ
ー
ー
夫
人
の
来
日
」
（
『
日
本
産
児
調
節
百
年
史
』
昭
5
1
・

　
９
・
2
0
　
出
版
科
学
総
合
研
究
所
）

⑤
　
『
産
児
調
節
評
論
』
（
産
児
調
節
評
論
社
）
大
1
4
・
２
～
８
．
同
年
十
月
号
か
ら

　
『
性
と
社
会
』
に
改
題
。
大
正
十
五
年
三
月
号
ま
で
刊
行
が
続
く
。

⑥
　
山
本
宣
治
『
山
峨
女
史
家
族
制
限
法
批
判
（
極
秘
）
』
（
『
山
本
宣
治
全
集
　
第
三

　
巻
』
昭
5
4
・
４
・
1
5
　
汐
文
社
）

⑦
　
山
本
宣
治
「
サ
ン
ガ
ー
式
避
妊
宣
伝
の
是
非
」
（
『
山
本
宣
治
全
集
　
第
三
巻
』
昭

　
5
4
L
4
・
1
5
　
汐
文
社
）

⑧
「
資
料
『
風
俗
禁
止
』
の
研
究
－
検
閲
の
具
体
的
標
準
に
用
す
る
検
討
（
二
）
－
」

　
（
昭
４
・
４
／
所
収
…
『
出
版
警
察
法
』
昭
5
6
・
４
・
3
0
　
龍
渓
書
舎
）

⑤
　
マ
リ
ー
・
ス
ト
ー
プ
ス
著
・
馬
島
個
訳
『
避
妊
乃
研
究
』
（
昭
４
・
1
0
・
2
5
　
平

　
野
書
房
）

⑩
　
山
本
宣
治
「
産
児
調
節
論
」
（
『
山
本
宣
治
全
集
　
第
六
巻
』
昭
４
・
９
・
1
5
　
口

　
ゴ
ス
社
）

⑥
　
ペ
ン
ー
ビ
ー
・
リ
ン
ゼ
イ
著
・
原
田
実
訳
「
第
八
章
　
産
児
制
限
と
友
愛
結
婚
」

　
（
『
友
愛
結
婚
』
昭
５
・
２
・
５
　
中
央
公
論
社
）

⑩
　
④
と
同
じ



⑩
　
マ
リ
ー
・
ス
ト
ー
プ
ス
著
・
矢
口
達
訳
『
結
婚
愛
』
（
大
1
3
・
１
　
朝
香
屋
書
店
）

　
※
本
論
で
は
、
理
論
社
よ
り
昭
2
8
・
４
・
2
0
に
刊
行
さ
れ
た
平
井
潔
訳
に
よ
る
版
を

　
参
考
に
し
た
。

⑩
　
小
谷
野
敦
「
第
八
章
　
古
川
丁
末
子
の
真
実
」
（
『
谷
崎
潤
一
郎
伝
』
平
1
8
・
６
・

　
2
5
　
中
央
公
論
社
）

⑩
　
平
野
芳
信
「
『
田
』
論
－
成
熟
へ
の
模
索
－
」
（
『
日
本
文
芸
論
集
』
昭
5
5
・
９
・

　
3
0
　
山
梨
英
和
短
期
大
学
日
本
文
学
会
）

⑩
　
尾
高
修
也
「
『
ぷ
（
ま
ん
じ
）
』
の
試
み
ー
谷
崎
文
学
の
転
回
点
－
」
（
『
日
本
大
学

　
芸
術
学
部
紀
要
』
平
1
1
・
３
・
５
）

⑤⑩⑩⑩
７

『
東
京
新
聞
』
（
昭
2
2
・
２
・
1
5
）

谷
崎
潤
一
郎
「
『
ま
ん
じ
』
に
就
て
」
（
『
東
京
新
聞
』
声
欄
　
昭
2
2
・
２
）

伊
藤
憲
『
不
能
者
』
（
『
変
態
心
理
』
大
1
0
・
７
・
１
　
日
本
精
神
医
学
会
）

藤
村
猛
「
『
田
』
試
論
－
園
子
と
光
子
の
恋
愛
の
物
語
」
（
『
近
代
文
学
試
論
』
平

・
1
2
・
1
5
　
広
島
大
学
近
代
文
学
研
究
会
）

〔
付
記
〕
本
稿
で
引
用
し
た
谷
崎
潤
一
郎
『
ぷ
』
の
引
用
は
、
中
央
公
論
社
版
『
谷
崎

　
潤
一
郎
全
集
』
第
十
一
巻
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
・
中
央
公
論
社
）
に
よ
る
。
そ
の

　
他
適
宜
『
改
造
』
連
載
時
（
昭
和
三
年
三
月
一
日
～
昭
和
五
年
四
月
一
日
）
及
び
単

　
行
本
所
収
の
『
田
』
（
昭
和
六
年
四
月
二
十
日
・
改
造
社
／
昭
和
二
十
一
年
十
二
月

　
一
日
・
新
生
社
）
を
参
照
し
た
。
引
用
文
献
に
お
け
る
旧
字
で
書
か
れ
た
も
の
は
新

　
字
に
改
め
て
引
用
し
た
。

三
つ
の
『
祀
』
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